
平成 17年第１回（３月）定例会 代表質問通告表 

 質   問   事   項 質 問 者 

１ 

１ 平成17年度予算について 

○ 17年度予算の特徴点について 

① 歳入総額で約37億円減の要因を「三位一体の改革」と絡め市民へ

のアピールを 

② 歳出面では人件費等経常経費の削減に努め、合併効果の反映重点

施策にメリハリをつけ編成したとの特徴点は 

２ 行政改革について 

○ 支所との連携強化について 

支所との連携不足による市税の滞納整理・事務遅延、本庁依存体制

脱却への意識改革と機構整備は 

３ 環境問題について 

○ ごみゼロの日制定について 

① 旧市町村別に２～３名程度の「ごみゼロ協力隊員」を公募・委嘱

し不法投棄検証パトロール・マップ作成（ジャンパー・腕章他・ボ

ランティア） 

② 前記隊員の報告・マップを参考に、ごみゼロの日を制定（春・秋

２回程度）し、各支所ごとに行政・企業・市民＝高齢者・青年・婦

人・小中高生＝が集結し、ごみゼロ化宣言・美化作戦の展開 

③ トキの野生放鳥はトキのため、環境基本条例は市民のためのムー

ド創り 

４ 空港問題について 

○ 一島一市誕生を契機に原点に立った佐渡空港早期拡張キャンペーン

の展開について 

① 用地交渉の現状、期待できる展望は 

② 拡張の必要性（何のために、どの位の飛行機を、どこまで飛ばし

たいのか等）を高齢者や子供達にも解るように副読本を作成し全所

帯に配布。（拡張は、一企業のためでなく佐渡市民全員が生き残るた

めの最低条件であり国の財政状況を考えると今がラストチャンスで

ある旨を強調） 

５ 伝統文化の継承、観光振興について 

○ 島民の「心はひとつ運動」の取組みについて 

① 世界遺産登録を目指した具体的なアクションプランの有無 

② 近代化遺産の戦略的位置付 

「ユネスコ世界遺産指定」は観光客誘致のためでなく、佐渡金銀

山が培った全島的な数々の歴史・文化・民俗芸能・風土等、誇れる

財産を後世に伝える証であることの浸透 

新生クラブ 

岩 﨑 隆 寿
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③ 歴史的建造物・街並み景観条例の制定 

④ 佐渡百選市民参加の自慢コンテストの実施・島外へ向けた一声運

動の展開 

⑤ ホスピタリティ＝佐渡ならではの付加価値のあるもてなしの心＝

の再認識・実行による信頼回復 

６ 地域振興、地球温暖化防止について 

○ 輸入に頼る生活様式の見直しについて 

① 生活環境を再点検しメイドインジャパン、メイドイン佐渡製品へ

のラブ（使用）宣言 

（地産地消の観点から輸入農産物・輸入水産物・輸入木材等使用の圧縮） 

② 環境共生の社会づくり・環境に与える負荷の少ない木材等のバイ

オマスエネルギー有効利用の促進 

（化石燃料「輸入灯油・重油」負荷の排除は地球市民共通の課題で

あることへの啓蒙普及、資源保護） 

新生クラブ 

岩 﨑 隆 寿
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１ 組織のあり方、スリム化、効率化 

○本庁と支所の事務配分 

① 有能な職員の育成（異動） 

② 専門職化を図るのか（技術職） 

③ 精通した職員配置と係長中心のすぐやる公務体制は 

２ 財政の見通し 

(1) 公債費残高と財政補填のある起債の割合 

① 一般会計と特別会計について 

② 税収と交付税の見込み 

③ 交付税に占める公債費算入の割合 

(2) 人件費（特別会計） 

(3) 繰出金の内訳と10か年の見通し 

① 委託料 

② 補助金 

(4) 政策経費に充てる財源見通し 

３ 介護と市民の健康づくり 

(1) 特養ホーム等の施設介護 

(2) 死亡者の推移と医療費の推移 

(3) 健康づくりをどう進めるか 

(4) 年齢階級別の要介護の状況 

４ 空港について 

(1) 用地確保の見通し 

 できない場合どうするか、いつ決断するのか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

三･一クラブ 

根 岸 勇 雄
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２ 

(2) 利用客の見通し 

 観光客は減少している 

５ 地域農業をどうするか                       

(1) 認定農家と集落営農 

(2) 法人経営は採算合うのか 

(3) 環境保全と農薬 

 

 

三･一クラブ 

根 岸 勇 雄

３ 

１ 市長の政治姿勢について 

(1) 長としての政治責任について 

(2) リーダーシップと使命感について 

２ 職員人件費について 

○  過剰職員数と過剰人件費について 

３ 経済問題について 

○ 経済政策と雇用問題について 

４ 市税収入問題について 

○  ７万人自治としての自主財源確保の方策について 

自由民主党･市政会

竹 内 道 廣

４ 

◎ 政治姿勢について 

(1) 施政方針について 

① 市長のリーダーシップの発揮について 

② 施政における優先順位の方針について 

③ 行政改革における組織改革並びに庁舎の位置決定について 

④ 学校教育の事実上の五日制廃止と学校統廃合並びに学校建設の関

連について 

⑤ 観光関係、商工会関係の組織の統合について 

(2) 予算編成における基本的な考え方について 

① 平成17年度の佐渡市としての重点的予算措置は何か 

② 10か市町村時代の予算配分からの脱却はできているか 

政 和 会 

猪 股 文 彦

５ 

１ 建設計画の見直しについて 

(1) 合併協定書との整合性をどうはかっていくのか 

(2) 財政見通しとの関連は 

２ 組織機構の見直し 

(1) 本庁と支所のあり方 

(2) ～室の考え方 

３ 産業の育成 

 ○ 農業と観光について 

市民クラブ 

熊 谷  実

 

６ 

 

◎ 施政方針と独自性に満ちた島を目指して 

(1) 佐渡市に見る地方分権の姿について 

① 地域再生「村おこし展」の促進について 

公 明 党 

本 間 千佳子
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６ 

② 少子化社会は若者定住対策から 

③ 高齢社会はプラス志向の政策で 

(2) 男女共同参画社会の推進による社会構築の考えについて 

① 島民・住民参加を促す施策で「満足型社会」に 

② 女性参加を促す施策の取り組みについて 

(3) 安心・安全なまちづくりについて 

① 防災体制の充実に取り組む姿勢について 

② 医療機関における災害時の対策について 

 

 

 

公 明 党 

本 間 千佳子
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